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医療・健康情報プラットフォームサービス

１．メディカルコミュニケーションが提供予定の医療・健康情報プラットフォームサービス①

すぐに病院・薬局が
わかる

すぐに病気が
わかる

すぐに直接相談が
できる

すぐにくわしく
わかる

すぐに購入
できる

簡易な相談なら、
ケータイ診察室で
済ませることが出来る

Ｍｙカルテ機能で、
健診情報の保管や

日常の健康管理が出来る
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医療・健康情報プラットフォームサービス

１．メディカルコミュニケーションが提供予定の医療・健康情報プラットフォームサービス②

病気情報病気情報

・応急処置がわかる
・治療薬がわかる
・診察できる近くの病院がわかる
・病気の専門家に相談できる

・応急処置がわかる
・治療薬がわかる
・診察できる近くの病院がわかる
・病気の専門家に相談できる

病院情報病院情報

・個々の病院情報が
わかる
・地図で場所がわかる
(歩行者ナビ機能）

・個々の病院情報が
わかる
・地図で場所がわかる
(歩行者ナビ機能）

・近い場所のいま開いている
病院がわかる

・近い場所のいま開いている
病院がわかる

病院検索病院検索
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医療・健康情報プラットフォームサービス
（電子カルテでなく、Myカルテでユーザー保管）

２．Ｍｙカルテ機能で健診情報の保管と日常の健康管理

▼基本情報 ＜修正＞
◇大人（男）
◇身長：180.2cm
◇体重：65.5ｋｇ
◇血液型：O型

▼日常の健康管理 ＜入力＞

体重・血圧管理（状態変化）

▼かかりつけ病院 ＜追加＞
├野田医院
└山王グランドビル薬師堂クリニック

かかりつけ病院一覧

▼病気情報登録リスト ＜追加＞
├糖尿病
└頚椎椎間板ヘルニア

登録病気情報リスト一覧

▼健康診断
├今までの記録をみる
├生活習慣改善点をアドバイス
└健診結果を登録

▼使用している薬 ＜入力＞
└リストをみる

■TOPへ戻る

Myカルテ情報

日常の
健康管理

健診結果
の保管

▼基本情報記録

基本情報の記録

▼画像診断結果

画像診断データの閲覧

▼血液生化学
◇総蛋白 g/dl
◇ＴＴＴ： Ｕ

◇ＺＴＴ： Ｕ
◇総ビリルビン： mg/dl
◇AST(GOT)： IU/L
◇ALT(GPT)： IU/L
◇ALP： IU/L
◇LDH： IU/L
◇γ-GTP： IU/L
◇総コレステロール： mg/dl
◇中性脂肪(TG)： mg/dl
◇尿素窒素： mg/dl
◇クレアチニン： mg/dl
◇尿酸： mg/dl
◇血糖（グルコース）： mg/dl
◇グリコヘモグロビンA1C(HbA1C)：

%

■TOPへ戻る

▼基本記録
◇検査施設：
◇身長： cm
◇体重： ｋｇ
◇BMI： （肥満度）

◇血圧： （上）
（下）

◇視力： （右）
（左）

◇聴力： （右）
（左）

◇尿検査： （糖）
（蛋白）

◇心電図：

▼画像診断結果

画像診断データの閲覧

▼血液生化学

血液検査データの入力

■TOPへ戻る

健康診断の記録 健康診断の記録

▼所見無し

▼所見無し

▼＋

▼－

▼正常内

検診結果の簡易診断を行う検診結果の簡易診断を行う

・健康診断結果の保管し、かかりつけ医に
提示したり、情報提供することが出来る。
⇒無駄な検査の削減などの効果が‥
・将来的には、電子カルテとのリンクも想定。

・健康診断結果の保管し、かかりつけ医に
提示したり、情報提供することが出来る。
⇒無駄な検査の削減などの効果が‥
・将来的には、電子カルテとのリンクも想定。
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医療・健康情報プラットフォームサービス

３．Ｍｙカルテ機能で画像診断結果も管理・保管①

◇2005/10/24撮影
└仮想内視鏡

◇2005/4/10撮影
└胸部CT

◇2004/10/20撮影
└胸部CT（心臓）

■TOPへ戻る

画像診断データ

◇2005/10/24撮影
└仮想内視鏡

■TOPへ戻る

画像診断データ

画像データの一覧を表示画像データの一覧を表示

・ＣＴやＭＲＩなどの画像診断のデータも
保管する事が出来る。
・これらの診断は比較的高額であるので、
データと診断履歴を残すことで、質の
高い診断につながる。

・医用画像に関してはデジタル化が進ん
でいることも、これらのサービスを可能に
している。
・高度な医用画像データも保管できる。

・ＣＴやＭＲＩなどの画像診断のデータも
保管する事が出来る。
・これらの診断は比較的高額であるので、
データと診断履歴を残すことで、質の
高い診断につながる。

・医用画像に関してはデジタル化が進ん
でいることも、これらのサービスを可能に
している。
・高度な医用画像データも保管できる。
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医療・健康情報プラットフォームサービス

３．Ｍｙカルテ機能で画像診断結果も管理・保管②

※メド・ソリューション株式会社提供
６



医療・健康分野での権利保護の必要性

医療・健康情報プラットフォーム医療・健康情報プラットフォーム
・このように、医療情報のみならず、健診情報、日常の健康に関する情報の共有を
はかることで、質の高い医療の提供につながる可能性がある。
・国民の健康度の向上に寄与するほか、医療費の削減にも貢献する可能性がある。

要望事項①
・今後、医療分野におけるサービスが次々と開発され、安定的に
供給されるためにこれら分野に関する権利保護等（ビジネスモデ
ル特許・コンテンツの保護、規格化の促進等）を推進していくべき
である。

要望事項②
・医療分野における大学発ベンチャー振興は重要であり、知財本
部・TLOなどの関係強化、モデル事業を更に進めるべきである。
・融合領域における知的財産関連分野の人材は、更に少なく、人材
育成も早急に行うべきである。
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